
コンフィギュレーションファイルの管理

コンフィギュレーションファイルを作成、ロード、維持することで、ユーザー設定のコマンド

セットを生成し、現在のシスコ製ルーティングデバイスの機能性をカスタマイズできます。コ

ンフィギュレーションファイル管理コマンドの詳細については、『Cisco IOS Configuration

Fundamentals Command Reference』を参照してください。

•コンフィギュレーションファイルの管理の前提条件（1ページ）
•コンフィギュレーションファイルの管理の制約事項（1ページ）
•コンフィギュレーションファイルの管理について（2ページ）
•コンフィギュレーションファイル情報の管理方法（8ページ）

コンフィギュレーションファイルの管理の前提条件
•ユーザーには、少なくとも Cisco IOS環境とコマンドラインインターフェイスに関する基
本的な知識が必要です。

•システムでは、少なくとも最小限の設定が実行されていることが必要です。setupコマン
ドを使用して基本的なコンフィギュレーションファイルを作成できます（詳細について

は、「セットアップモードを使用したシスコネットワーキングデバイスの設定」を参照

してください）。

コンフィギュレーションファイルの管理の制約事項
•このドキュメントで説明されているCiscoIOSコマンドの多くは、ルータの特定のコンフィ
ギュレーションモードでのみ使用可能であり機能します。
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コンフィギュレーションファイルの管理について

コンフィギュレーションファイルのタイプ

コンフィギュレーションファイルには、現在のシスコ製ルーティングデバイス（ルータ、ア

クセスサーバー、スイッチなど）の機能をカスタマイズするために使用される、Cisco IOSソ
フトウェアコマンドが含まれています。コマンドは、システムを起動したとき（startup-config
ファイルから）、またはコンフィギュレーションモードでCLIにコマンドを入力したときに、
Cisco IOSソフトウェアによって解析（変換および実行）されます。

スタートアップコンフィギュレーションファイル（startup-config）は、ソフトウェアを設定す
るためにシステムの起動時に使用されます。実行コンフィギュレーションファイル

（running-config）には、ソフトウェアの現在の設定が含まれています。2つのコンフィギュレー
ションファイルは別々の設定にできます。たとえば、コンフィギュレーションを永続的ではな

く短期間だけ変更する場合があります。その場合は、configure terminalEXECコマンドを使用
して実行コンフィギュレーションを変更しますが、そのコンフィギュレーションは copy
running-config startup-config EXECコマンドを使用して保存しません。

実行コンフィギュレーションを変更するには、「CLIでのコンフィギュレーションファイルの
変更」の説明に従って、configure terminalコマンドを使用します。Cisco IOSコンフィギュレー
ションモードの使用時には、通常コマンドはすぐに実行され、入力直後またはコンフィギュ

レーションモードを終了した時点で実行コンフィギュレーションファイルに保存されます。

スタートアップコンフィギュレーションファイルを変更するには、copy running-config
startup-config EXECコマンドを使用してスタートアップコンフィギュレーションに実行コン
フィギュレーションファイルを保存するか、ファイルサーバーからスタートアップコンフィ

ギュレーションにコンフィギュレーションファイルをコピーします（詳細については、「TFTP
サーバーからルータへのコンフィギュレーションファイルのコピー」を参照してください）。

コンフィギュレーションモードおよびコンフィギュレーションソー

スの選択

ルータ上でコンフィギュレーションモードを開始するには、特権EXECプロンプトでconfigure
コマンドを入力します。Cisco IOSソフトウェアは次のプロンプトで応答し、端末、メモリ、
またはネットワークサーバー（ネットワーク）上に格納されたファイルのいずれかを、コン

フィギュレーションコマンドのソースとして指定するように要求されます。

Configuring from terminal, memory, or network [terminal]?

端末からの設定では、コマンドラインにコンフィギュレーションコマンドを入力できます（次

の項を参照してください）。メモリからの設定では、スタートアップコンフィギュレーション

ファイルがロードされます。詳細については、「スタートアップコンフィギュレーションファ

イルでのコンフィギュレーションコマンドの再実行」の項を参照してください。ネットワーク

からの設定では、ネットワーク経由でコンフィギュレーションコマンドをロードして実行でき
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ます。詳細については、「TFTPサーバーからルータへのコンフィギュレーションファイルの
コピー」の項を参照してください。

CLIを使用したコンフィギュレーションファイルの変更
Cisco IOSソフトウェアは、1行につき 1つのコンフィギュレーションコマンドを受け入れま
す。コンフィギュレーションコマンドは、必要なだけ入力できます。コンフィギュレーション

ファイルには、入力したコマンドを説明するコメントを追加できます。コメントの先頭には、

感嘆符（!）を付けます。コメントは NVRAMにもコンフィギュレーションファイルのアク
ティブコピーにも格納されないため、show running-config or more system:running-configEXEC
コマンドでアクティブな設定のリストを表示しても、コメントは表示されません。show
startup-configまたは more nvram:startup-config EXECモードコマンドでスタートアップコン
フィギュレーションのリストを表示しても、コメントは表示されません。コメントは、コン

フィギュレーションファイルがルータにロードされたときにコンフィギュレーションファイ

ルから削除されます。ただし、ファイル転送プロトコル（FTP）、リモートコピープロトコル
（RCP）、またはTrivial FileTransfer Protocol（TFTP）サーバ上に格納されているコンフィギュ
レーションファイルのコメントのリストは表示できます。CLIを使用してソフトウェアは設定
するときは、ユーザーの入力に従ってソフトウェアによりコマンドが実行されます。

コンフィギュレーションファイルの場所

コンフィギュレーションファイルは、次の場所に格納されます。

•実行コンフィギュレーションは RAMに格納されます。

•クラスAフラッシュファイルシステムプラットフォーム以外のすべてのプラットフォー
ム上では、スタートアップコンフィギュレーションは不揮発性 RAM（NVRAM）に格納
されます。

•クラス Aフラッシュファイルシステムプラットフォーム上では、スタートアップコン
フィギュレーションは CONFIG_FILE環境変数で指定された場所に格納されます（詳細に
ついては、の項を参照してください）。CONFIG_FILE変数は、デフォルトでは NVRAM
になりますが、次のファイルシステムのファイルも指定できます。

• nvram:（NVRAM）

ネットワークサーバからルータへのコンフィギュレーションファイ

ルのコピー

TFTP、rcp、または FTPサーバからルータの実行コンフィギュレーションまたはスタートアッ
プコンフィギュレーションへコンフィギュレーションファイルをコピーできます。この機能

は、次のいずれかの理由により実行する場合があります。

•バックアップコンフィギュレーションファイルを復元するため。
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•別のルータにコンフィギュレーションファイルを使用するため。たとえば、別のルータを
ネットワークに追加して、そのルータのコンフィギュレーションを元のルータと同様にす

る場合です。新しいルータにファイルをコピーすることにより、ファイル全体を再作成す

るのではなく、該当部分を変更できます。

•同一のコンフィギュレーションコマンドをネットワーク内のすべてのルータにロードし
て、すべてのルータのコンフィギュレーションを同様にするため。

コマンドラインにコマンドを入力した場合と同様に、copy{ftp: | rcp: |
tftp:system:running-configEXECコマンドはルータにコンフィギュレーションファイルをロー
ドします。コマンドを追加する前に、ルータにより既存の実行コンフィギュレーションが消去

されることはありません。コピーされたコンフィギュレーションファイル内のコマンドによっ

て既存のコンフィギュレーションファイル内のコマンドが置き換えられた場合、既存のコマン

ドは消去されます。たとえば、コピーされたコンフィギュレーションファイルに含まれている

特定のコマンドの IPアドレスが、既存のコンフィギュレーションと異なる場合は、コピーさ
れたコンフィギュレーション内の IPアドレスが使用されます。ただし、既存のコンフィギュ
レーション内の一部のコマンドには、置き換えられたり無効になったりしないものもありま

す。このような場合、既存のコンフィギュレーションファイルとコピーされたコンフィギュ

レーションファイルで混成されたコンフィギュレーションファイルが作成され、コピーされ

たコンフィギュレーションファイルが優先されます。

コンフィギュレーションファイルをサーバ上に格納されているファイルの正確なコピーとして

復元するには、そのコンフィギュレーションファイルをスタートアップコンフィギュレーショ

ンに直接コピーし（copyftp:| rcp:| tftp:} nvram:startup-configコマンドを使用）、ルータをリ
ロードする必要があります。

サーバからルータへコンフィギュレーションファイルをコピーするには、次の項で説明する作

業を実行します。

使用するプロトコルは、使用中のサーバのタイプに応じて異なります。FTPおよび rcpのトラ
ンスポートメカニズムは、TFTPよりも高速でデータ配信の信頼性も優れています。これらの
改善は、FTPおよび rcpのトランスポートメカニズムがコネクション型の TCP/IPスタック上
に構築されており、これを使用しているために可能になりました。

ルータから TFTPサーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー

一部の TFTP実装では、TFTPサーバー上にダミーファイルを作成し、読み取り、書き込み、
および実行を許可してから、ダミーファイルを上書きする形でファイルをコピーする必要があ

ります。詳細については、ご使用の TFTPのマニュアルを参照してください。

ルータから FTPサーバーへのコンフィギュレーションファイルのコピー

ルータから FTPサーバへコンフィギュレーションファイルをコピーできます。

FTPユーザ名およびパスワードの概要

FTPプロトコルでは、FTP要求ごとにリモートユーザー名およびパスワードを、クライアント
がサーバーに送信する必要があります。FTPを使用してルータからサーバへコンフィギュレー
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ションファイルをコピーする場合、Cisco IOSソフトウェアは次の順番で最初に発見した有効
なユーザ名を送信します。

1. copy EXECコマンドで指定されたユーザ名（ユーザ名が指定されている場合）。

2. ip ftp usernameグローバルコンフィギュレーションコマンドで設定されたユーザ名（コ
マンドが設定されている場合）。

3. Anonymous

ルータは次の順番で最初に発見した有効なパスワードを送信します。

1. copyコマンドで指定されたパスワード（パスワードが指定されている場合）。

2. ip ftp passwordコマンドで設定されたパスワード（コマンドが設定されている場合）。

3. ルータは、username @routername .domainというパスワードを生成します。変数 username
は現在のセッションに関連付けられたユーザ名、routernameは設定済みのホスト名、domain
はルータのドメインです。

ユーザー名およびパスワードは、FTPサーバーのアカウントに関連付けられている必要があり
ます。サーバに書き込む場合、ルータ上のユーザからの FTP書き込み要求を受け入れるよう
に、FTPサーバを適切に設定する必要があります。

このサーバがディレクトリ構造をとっている場合、コンフィギュレーションファイルまたはイ

メージは、サーバ上のユーザ名と関連付けられたディレクトリに書き込まれるか、そのディレ

クトリからコピーされます。たとえば、システムイメージがサーバ上のユーザのホームディ

レクトリにある場合は、そのユーザの名前をリモートユーザ名として指定します。

詳細については、ご使用の FTPサーバのマニュアルを参照してください。

すべてのコピー操作に使用するユーザ名およびパスワードを指定するには、ip ftp usernameお
よび ip ftp passwordグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用します。特定のコピー
操作にのみ使用するユーザ名を指定する場合は、copyEXECコマンド内でユーザ名を指定しま
す。

パスワードには特殊文字「@」、「:」、および「/」を含めることはできません。これらの特
殊文字が使用されている場合、コピーはサーバーの IPアドレスを解析できません。

（注）

VRFによるファイルのコピー

copyコマンドで指定したVRFインターフェイス経由でファイルをコピーできます。copyコマ
ンドで VRFを指定するほうが、変更リクエストを使用して設定を変更しなくても送信元イン
ターフェイスを直接変更でき、簡単で効率的です。

次の例に、copyコマンドを使用して VRF経由でファイルをコピーする方法を示します。
Device# copy scp: slot0: vrf test-vrf
Device# copy scp: slot0: vrf test-vrf
Address or name of remote host [10.1.2.3]?
Source username [ScpUser]?
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Source filename [/auto/tftp-server/ScpUser/vrf_test.txt]?
Destination filename [vrf_test.txt]?
Getting the vrf name as test-vrf
Password:
Sending file modes: C0644 10 vrf_test.txt
!
223 bytes copied in 22.740 secs (10 bytes/sec)

NVRAMより大きいコンフィギュレーションファイル
NVRAMより大きいコンフィギュレーションファイルを維持管理するには、以降の項の情報を
知っておく必要があります。

コンフィギュレーションファイルの圧縮

servicecompress-configグローバルコンフィギュレーションコマンドは、コンフィギュレーショ
ンファイルを圧縮して NVRAMに格納することを指定します。コンフィギュレーションファ
イルが圧縮されると、ルータは正常に機能します。システムの起動時に、システムはコンフィ

ギュレーションファイルが圧縮されていることを認識し、圧縮されたコンフィギュレーション

ファイルを展開して、正常に処理を進めます。morenvram:startup-config EXECコマンドによ
り、コンフィギュレーションが展開されてから表示されます。

コンフィギュレーションファイルを圧縮する前に、適切なハードウェアのインストレーション

およびメンテナンスマニュアルを参照してください。ご利用のシステムのROMがファイル圧
縮をサポートしていることを確認します。サポートしていない場合、ファイル圧縮をサポート

している新しい ROMをインストールできます。

コンフィギュレーションのサイズは、NVRAMのサイズの3倍を超えてはいけません。NVRAM
のサイズが 128 KBの場合、展開できる最大のコンフィギュレーションファイルのサイズは
384 KBです。

servicecompress-configグローバルコンフィギュレーションコマンドは、Cisco IOSソフトウェ
ア Release 10以降のブート ROMを使用している場合に限り実行できます。新しい ROMのイ
ンストールは 1回限りの操作で、ROMに Cisco IOS Release 10がない場合にのみ必要です。
ブート ROMが圧縮コンフィギュレーションを認識しない場合は、次のメッセージが表示され
ます。

Boot ROMs do not support NVRAM compression Config NOT written to NVRAM

ネットワークからのコンフィギュレーションコマンドのロード

コンフィギュレーションが大きい場合は、FTP、TFTPのいずれかのサーバに格納しておき、
システムの起動時にダウンロードすることもできます。ネットワークサーバーを大きいコン

フィギュレーションの保存に使用するためのコマンドの詳細については、「ルータから TFTP
サーバーへのコンフィギュレーションファイルのコピー」および「コンフィギュレーション

ファイルをダウンロードするためのルータの設定」の各項を参照してください。

コンフィギュレーションファイルの管理

6

コンフィギュレーションファイルの管理

NVRAMより大きいコンフィギュレーションファイル



パーサーキャッシュの制御

Cisco IOSソフトウェアの Cisco IOSコマンドラインパーサーは、コマンドラインを変換およ
び実行（解析）します。パーサーキャッシュ機能は、大きいコンフィギュレーションファイ

ルを迅速に処理するために開発されました。これにより、ロード時間が大幅に改善されます。

パーサーキャッシュ機能では、簡略化された解析グラフをダイナミックに作成、キャッシュ、

および再使用することにより、コンフィギュレーションファイル内の、前回使用された設定行

と微妙に異なる設定行（たとえば pvc 0/100、pvc 0/101など）が、迅速に認識および変換でき
るようになります。この改善は、主に同じようなコマンドを何百回、何千回と繰り返すコン

フィギュレーションファイルに役立ちます。このようなコンフィギュレーションファイルに

は、サブインターフェイス用に何千もの仮想回線を設定する必要のある場合や、何百ものアク

セスリストを設定する必要のある場合などがあります。数値の引数だけが異なる同一のコマン

ドが繰り返し使用されているファイルのほとんどで、性能が向上します。

パーサーキャッシュは、Cisco IOS Release 12.1(5)T以降のリリースを使用するすべてのプラッ
トフォームで、デフォルトでイネーブルにされています。ただし、大きいコンフィギュレー

ションファイルを必要としないシスコデバイスを使用しているユーザーの場合は、パーサー

キャッシュをディセーブルにし、この機能で使用されるリソースを解放できます（この機能に

より使用されるメモリは、解析されるコンフィギュレーションファイルのサイズに依存します

が、通常は 512 KB未満です）。

パーサーキャッシュを制御するには、いくつかの方法があります（これらはすべて任意です）。

•パーサーキャッシュのクリア：リソースを解放するか、またはパーサーキャッシュのメ
モリをリセットするために、パーサーキャッシュ機能に格納されている解析エントリおよ

びヒット数とミス数の統計情報をクリアすることもできます。

•パーサーキャッシュのディセーブル化：パーサーキャッシュ機能は、デフォルトでイネー
ブルされています。パーサーキャッシュ機能をディセーブルにするには、グローバルコ

ンフィギュレーションモードで no parser cacheコマンドを使用します。パーサーキャッ
シュがディセーブルになると、noparsercacheコマンドラインが実行コンフィギュレーショ
ンファイルに書き込まれます。システムリソースを解放するためにパーサーキャッシュ

をディセーブルにする場合は、noparsercacheコマンドを発行する前にパーサーキャッシュ
をクリアする必要があります。パーサーキャッシュをディセーブルにした後は、パーサー

キャッシュをクリアできません。

•パーサーキャッシュの再イネーブル化：パーサーキャッシュ機能をディセーブルにした
後、再度イネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードでparsercache
コマンドを使用します。

•パーサーのモニタリング：最後に解析されたコンフィギュレーションファイルに関する統
計情報は、パーサーキャッシュ機能により解析されたコマンドのヒット数とミス数の統計

情報とともにシステムメモリに格納されます。「hits（ヒット数）」および「misses（ミ
ス数）」は、前回使用された類似するコマンドに対し、コンフィギュレーションセッショ

ン中にパーサーキャッシュが検出した一致数を示しています。一致したコマンド（「hits」）
は、より効率的に解析されます。一致しなかったコマンド（「misses」）の解析時間は、
パーサーキャッシュにより改善されることはありません。

コンフィギュレーションファイルの管理
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コンフィギュレーションファイルをダウンロードするルータの設定

システムの起動時に 1つまたは 2つのコンフィギュレーションファイルをロードするように
ルータを設定できます。コンフィギュレーションファイルは、コマンドラインにコマンドを入

力した場合と同様に、メモリにロードされ読み込まれます。したがって、ルータのコンフィ

ギュレーションは、元のスタートアップコンフィギュレーションと 1つまたは 2つのダウン
ロードされたコンフィギュレーションファイルで混成されたものになります。

ネットワークとホストのコンフィギュレーションファイル

歴史的な理由から、ルータが最初にダウンロードするファイルは、ネットワークコンフィギュ

レーションファイルと呼ばれます。ルータが 2番目にダウンロードするファイルは、ホスト
コンフィギュレーションファイルと呼ばれます。2つのコンフィギュレーションファイルは、
ネットワーク上のすべてのルータが、同一コマンドの多くを使用する場合に使用できます。

ネットワークコンフィギュレーションファイルには、すべてのルータを設定するために使用

される標準コマンドが含まれます。ホストコンフィギュレーションファイルには、特定の 1
つのホストに固有のコマンドが含まれます。2つのコンフィギュレーションファイルをロード
する場合、ホストコンフィギュレーションファイルを、もう 1つのファイルより優先させる
必要があります。ネットワークコンフィギュレーションファイルおよびホストコンフィギュ

レーションファイルは、両方ともTFTP、rcp、FTPのいずれかを介して到達可能なネットワー
クサーバ上にあり、読み取り可能である必要があります。

コンフィギュレーションファイル情報の管理方法

コンフィギュレーションファイル情報の表示

コンフィギュレーションファイルに関する情報を表示するには、このセクションの手順を実行

します。

手順の概要

1. enable
2. show boot
3. more file-url

4. show running-config
5. show startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

BOOT環境変数の内容、CONFIG_FILE環境変数に
よって指定されているコンフィギュレーションファ

show boot

例：

ステップ 2

イルの名前、およびBOOTLDR環境変数の内容を示
します。Device# show boot

指定されたファイルの内容を表示します。more file-url

例：

ステップ 3

Device# more 10.1.1.1

実行コンフィギュレーションファイルの内容を表示

します（ more system:running-configコマンドのコ
マンドエイリアスです）。

show running-config

例：

Device# show running-config

ステップ 4

スタートアップコンフィギュレーションファイル

の内容を表示します。（more nvram:startup-config
コマンドのコマンドエイリアスです）。

show startup-config

例：

Device# show startup-config

ステップ 5

クラス Aフラッシュファイルシステムプラット
フォーム以外のすべてのプラットフォーム上では、

通常、デフォルトの startup-configファイルはNVRAM
に格納されます。クラス Aフラッシュファイルシ
ステムプラットフォーム上では、CONFIG_FILE環
境変数はデフォルトの startup-configファイルを指定
します。CONFIG_FILE変数のデフォルトはNVRAM
になります。

CLIでのコンフィギュレーションファイルの変更
Cisco IOSソフトウェアは、1行につき 1つのコンフィギュレーションコマンドを受け入れま
す。コンフィギュレーションコマンドは、必要なだけ入力できます。コンフィギュレーション

ファイルには、入力したコマンドを説明するコメントを追加できます。コメントの先頭には、

感嘆符（!）を付けます。コメントは NVRAMにもコンフィギュレーションファイルのアク
ティブコピーにも格納されないため、show running-config or more system:running-configEXEC
コマンドでアクティブな設定のリストを表示しても、コメントは表示されません。

showstartup-configまたは more nvram:startup-config EXECモードコマンドでスタートアップ
コンフィギュレーションのリストを表示しても、コメントは表示されません。コメントは、コ

ンフィギュレーションファイルがルータにロードされたときにコンフィギュレーションファ

イルから削除されます。ただし、ファイル転送プロトコル（FTP）、リモートコピープロトコ
ル（RCP）、または Trivial File Transfer Protocol（TFTP）サーバ上に格納されているコンフィ
ギュレーションファイルのコメントのリストは表示できます。CLIを使用してソフトウェアは
設定するときは、ユーザの入力に従ってソフトウェアによりコマンドが実行されます。CLIを

コンフィギュレーションファイルの管理
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使用してソフトウェアを設定するには、特権EXECモードを開始して次のコマンドを使用しま
す。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal

3. 次のいずれかを実行します。

• end
• ^Z

4. copy system:running-config nvram:startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。必要なコンフィギュレーションコマンドを

configure terminal

例：

ステップ 2

入力します。Cisco IOSマニュアルセットに、テク
Device# configure terminal ノロジー別に編成されたコンフィギュレーションコ

マンドが説明されています。

コンフィギュレーションセッションを終了し、EXEC
モードに戻ります。

次のいずれかを実行します。ステップ 3

• end
• ^Z CtrlキーとZキーを同時に押すと、画面

に ^Zと表示されます。
（注）

例：

Device(config)# end

実行コンフィギュレーションファイルをスタート

アップコンフィギュレーションファイルとして保

存します。

copy system:running-config nvram:startup-config

例：

Device# copy system:running-config
nvram:startup-config

ステップ 4

copy running-config startup-configコマンドエイリア
スも使用できますが、このコマンドは精度が高くな

いため、注意する必要があります。ほとんどのプ

ラットフォーム上では、このコマンドによりコン

フィギュレーションはNVRAMに保存されます。ク
ラス Aフラッシュファイルシステムのプラット
フォーム上では、この手順によりコンフィギュレー

ションは CONFIG_FILE環境変数によって指定され
た場所に保存されます（デフォルトのCONFIG_FILE

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

変数では、ファイルの保存先はNVRAMに指定され
ています）。

例

次の例では、デバイスのデバイスプロンプト名を設定しています。感嘆符（!）で示さ
れたコメント行では、いずれのコマンドも実行されません。hostnameコマンドを使用
して、デバイス名を Deviceから new_nameに変更しています。Ctrl-Z（^Z）キーを押
すか、endコマンドを入力すると、コンフィギュレーションモードが終了します。copy
system:running-config nvram:startup-configコマンドにより、現在のコンフィギュレー
ションがスタートアップコンフィギュレーションに保存されます。

Device# configure terminal
Device(config)# !The following command provides the Device host name.
Device(config)# hostname new_name
new_name(config)# end
new_name# copy system:running-config nvram:startup-config

スタートアップコンフィギュレーションが NVRAMにある場合は、スタートアップ
コンフィギュレーションには現在の設定情報がコンフィギュレーションコマンドとし

てテキスト形式で格納され、デフォルト以外の設定だけが記録されます。破損データ

から保護するために、メモリはチェックサム算出されます。

一部の特定のコマンドは、NVRAMに保存されない場合があります。これらのコマン
ドは、マシンをリブートしたときに再入力する必要があります。これらのコマンドは、

マニュアルに記載されています。リブート後にすばやくデバイスを再設定できるよう

に、これらの設定のリストを保管しておくことを推奨します。

（注）

ルータからTFTPサーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー
TFTPネットワークサーバー上の設定をコピーするには、以下の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. copy system:running-config tftp: [[[//location ]/directory ]/filename ]
3. copy nvram:startup-config tftp: [[[//location ]/directory ]/filename ]

コンフィギュレーションファイルの管理
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

TFTPサーバーへ実行コンフィギュレーションファ
イルをコピーします。

copy system:running-config tftp: [[[//location ]/directory
]/filename ]

例：

ステップ 2

Device# copy system:running-config tftp:
//server1/topdir/file10

TFTPサーバーへスタートアップコンフィギュレー
ションファイルをコピーします。

copy nvram:startup-config tftp: [[[//location ]/directory
]/filename ]

例：

ステップ 3

Device# copy nvram:startup-config tftp:
//server1/1stdir/file10

例

次に、デバイスからから TFTPサーバーへコンフィギュレーションファイルをコピー
する例を示します。

Tokyo# copy system:running-config tftp://172.16.2.155/tokyo-confg
Write file tokyo-confg on host 172.16.2.155? [confirm] y
Writing tokyo-confg!!! [OK]

次の作業

copyコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表示され
る場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および fileprompt
グローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

ルータから FTPサーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー
ルータから FTPサーバーへスタートアップコンフィギュレーションファイルまたは実行コン
フィギュレーションファイルをコピーするには、以下のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal

コンフィギュレーションファイルの管理
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3. ip ftp username username

4. ip ftp password password

5. end

6. 次のいずれかを実行します。

• copy system:running-config ftp: [[[//[username [:password ]@]location/directory ]/filename
]

•
•
• copy nvram:sta rtup-config ftp: [[[//[username [:password ]@]location/directory ]/filename
]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

（任意）デフォルトのリモートユーザー名を指定し

ます。

ip ftp username username

例：

ステップ 3

Device(config)# ip ftp username user1

（任意）デフォルトのパスワードを指定します。ip ftp password password

例：

ステップ 4

Device(config)# ip ftp username guessme

（任意）グローバルコンフィギュレーションモー

ドを終了します。この手順は、デフォルトのリモー

end

例：

ステップ 5

トユーザー名またはパスワードを上書きする場合に

だけ必要です（ステップ 2および 3を参照）。Device(config)# end

FTPサーバへ実行コンフィギュレーションまたはス
タートアップコンフィギュレーションファイルを

コピーします。

次のいずれかを実行します。ステップ 6

• copy system:running-config ftp: [[[//[username
[:password ]@]location/directory ]/filename ]

•
•
• copy nvram:sta rtup-config ftp: [[[//[username
[:password ]@]location/directory ]/filename ]

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device# copy system:running-config ftp:
//user1:guessme@company.com /dir10/file1

例

FTPサーバーへの実行コンフィギュレーションファイルの格納

次に、rtr2-confgという名前の実行コンフィギュレーションファイルを、IPアドレスが
172.16.101.101のリモートホスト上の netadmin1ディレクトリにコピーする例を示します。

Device# copy system:running-config ftp://netadmin1:mypass@172.16.101.101/Rtr2-confg
Write file rtr2-confg on host 172.16.101.101?[confirm]
Building configuration...[OK]
Connected to 172.16.101.101
Device#

FTPサーバーへのスタートアップコンフィギュレーションファイルの格納

次に、FTPを使用してファイルをコピーすることによって、サーバー上にスタートアップコン
フィギュレーションファイルを格納する例を示します。

Rtr2# configure terminal

Rtr2(config)# ip ftp username netadmin2

Rtr2(config)# ip ftp password mypass

Rtr2(config)# end

Rtr2# copy nvram:startup-config ftp:

Remote host[]? 172.16.101.101

Name of configuration file to write [rtr2-confg]?
Write file rtr2-confg on host 172.16.101.101?[confirm]
![OK]

次の作業

copyEXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表
示される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および
filepromptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

TFTPサーバからルータへのコンフィギュレーションファイルのコピー
TFTPサーバーからデバイスへコンフィギュレーションファイルをコピーするには、以下のタ
スクを実行します。

コンフィギュレーションファイルの管理
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手順の概要

1. enable
2. copy tftp: [[[//location ]/directory ]/filename ] system:running-config
3. copy tftp: [[[//location ]/directory ]/filename ] nvram:startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

TFTPサーバーから実行コンフィギュレーションへ
コンフィギュレーションファイルをコピーします。

copy tftp: [[[//location ]/directory ]/filename ]
system:running-config

例：

ステップ 2

Device# copy tftp://server1/dir10/datasource
system:running-config

TFTPサーバーからスタートアップコンフィギュレー
ションへコンフィギュレーションファイルをコピー

します。

copy tftp: [[[//location ]/directory ]/filename ]
nvram:startup-config

例：

ステップ 3

Device# copy tftp://server1/dir10/datasource
nvram:startup-config

例

次に、IPアドレス 172.16.2.155にある、tokyo-configという名前のファイルからソフト
ウェアを設定する例を示します。

Device1# copy tftp://172.16.2.155/tokyo-confg system:running-config

Configure using tokyo-confg from 172.16.2.155? [confirm] y

Booting tokyo-confg from 172.16.2.155:!!! [OK - 874/16000 bytes]

次の作業

copyEXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表
示される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および
filepromptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

コンフィギュレーションファイルの管理
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FTPサーバーからルータへのコンフィギュレーションファイルのコ
ピー

FTPサーバーから実行コンフィギュレーションまたはスタートアップコンフィギュレーション
へコンフィギュレーションファイルをコピーするには、以下のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip ftp username username

4. ip ftp password password

5. end
6. copy ftp: [[[//[username [:password ]@]location ]/directory ]/filename ]system:running-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

（任意）グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始できます。この手順は、デフォルトのリ

configure terminal

例：

ステップ 2

モートユーザー名またはパスワードを上書きする場

合にだけ必要です（ステップ 2および 3を参照）。Device# configure terminal

（任意）デフォルトのリモートユーザー名を指定し

ます。

ip ftp username username

例：

ステップ 3

Device(config)# ip ftp username user1

（任意）デフォルトのパスワードを指定します。ip ftp password password

例：

ステップ 4

Device(config)# ip ftp password guessme

（任意）グローバルコンフィギュレーションモー

ドを終了します。この手順は、デフォルトのリモー

end

例：

ステップ 5

トユーザー名またはパスワードを上書きする場合に

だけ必要です（ステップ 2および 3を参照）。Device(config)# end

FTPを使用して、ネットワークサーバから実行メモ
リまたはスタートアップコンフィギュレーションへ

コンフィギュレーションファイルをコピーします。

copy ftp: [[[//[username [:password ]@]location
]/directory ]/filename ]system:running-config

例：

ステップ 6

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

例：

or

例：

copy ftp:[[[//[username
[:password
]@]location/directory
]/filename
] nvram:startup-config

例：

Device# copy ftp://user1:guessme@company.com
/dir10/datasource nvram:startup-config

例

FTPの Running-Configのコピー

次に、host1-confgという名前のホストコンフィギュレーションファイルを、IPアドレスが
172.16.101.101のリモートサーバー上の netadmin1ディレクトリからコピーし、デバイスでコ
マンドをロードして実行する例を示します。

Device# copy rcp://netadmin1:mypass@172.16.101.101/host1-confg system:running-config

Configure using host1-confg from 172.16.101.101? [confirm]
Connected to 172.16.101.101
Loading 1112 byte file host1-confg:![OK]
Device#
%SYS-5-CONFIG: Configured from host1-config by ftp from 172.16.101.101

FTPの Startup-Configのコピー

次に、リモートユーザー名 netadmin1を指定する例を示します。次に host2-confgという名前の
コンフィギュレーションファイルを、IPアドレスが 172.16.101.101のリモートサーバー上の
netadmin1ディレクトリからスタートアップコンフィギュレーションへコピーします。

Rtr2# configure terminal
Rtr2(config)# ip ftp username
netadmin1
Rtr2(config)# ip ftp password
mypass
Rtr2(config)# end
Rtr2# copy ftp: nvram:startup-config
Address of remote host [255.255.255.255]? 172.16.101.101
Name of configuration file[rtr2-confg]? host2-confg
Configure using host2-confg from 172.16.101.101?[confirm]
Connected to 172.16.101.101
Loading 1112 byte file host2-confg:![OK]
[OK]
Rtr2#
%SYS-5-CONFIG_NV:Non-volatile store configured from host2-config by ftp from 172.16.101.101

コンフィギュレーションファイルの管理
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次の作業

copyEXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表
示される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および
filepromptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

NVRAMより大きいコンフィギュレーションファイルの保守
NVRAMのサイズを超えるコンフィギュレーションファイルを保守するには、以降の項で説明
する作業を実行します。

コンフィギュレーションファイルの圧縮

コンフィギュレーションファイルを圧縮するには、このセクションの手順を実行してくださ

い。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. service compress-config
4. end

5. 次のいずれかを実行します。

•新しいコンフィギュレーションをコピーするには、FTP、rcp、または TFTPを使用し
ます。

• configure terminal

6. copy system:running-config nvram:startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

コンフィギュレーションファイルを圧縮することを

指定します。

service compress-config

例：

ステップ 3

Device(config)# service compress-config

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

end

例：

ステップ 4

Device(config)# end

新しいコンフィギュレーションを入力します。次のいずれかを実行します。ステップ 5

•新しいコンフィギュレーションをコピーするに
は、FTP、rcp、または TFTPを使用します。

• NVRAMのサイズの 3倍以上のコンフィギュ
レーションをロードしようとすると、次のエ

ラーメッセージが表示されます。• configure terminal

例：
「[buffer overflow - file-size /buffer-size bytes]。」

Device# configure terminal

実行コンフィギュレーションの変更が終わったら、

新しいコンフィギュレーションを保存します。

copy system:running-config nvram:startup-config

例：

ステップ 6

Device(config)# copy system:running-config
nvram:startup-config

例

次に、129KBのコンフィギュレーションファイルを 11KBに圧縮する例を示します。

Device# configure terminal

Device(config)# service compress-config

Device(config)# end

Device# copy tftp://172.16.2.15/tokyo-confg system:running-config

Configure using tokyo-confg from 172.16.2.155? [confirm] y

Booting tokyo-confg from 172.16.2.155:!!! [OK - 874/16000 bytes]
Device# copy system:running-config nvram:startup-config

Building configuration...
Compressing configuration from 129648 bytes to 11077 bytes
[OK]

パーサーキャッシュの管理

パーサーキャッシュ機能を制御するには、次の項で説明する作業を実行します。これらの作業

はすべて任意です。
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パーサーキャッシュのクリア

パーサーキャッシュ機能によって格納された情報をクリアするには、このセクションのタスク

を実行します。

手順の概要

1. enable
2. clear parser cache

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

パーサーキャッシュ機能に格納されている解析

キャッシュエントリおよびヒット数とミス数の統計

情報をクリアします。

clear parser cache

例：

Device# clear parser cache

ステップ 2

パーサーキャッシュのディセーブル化

パーサーキャッシュ機能は、デフォルトでイネーブルにされています。パーサーキャッシュ

機能を無効にするには、このセクションのタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. no parser cache

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

パーサーキャッシュ機能をディセーブルにします。no parser cache

例：

ステップ 3

•パーサーキャッシュがディセーブルになると、
noparsercacheコマンドラインが実行コンフィ
ギュレーションファイルに書き込まれます。

Device(config)# no parser cache

•システムリソースを解放するためにパーサー
キャッシュをディセーブルにする場合は、

noparsercacheコマンドを発行する前にパーサー
キャッシュをクリアする必要があります。パー

サーキャッシュをディセーブルにした後は、

パーサーキャッシュをクリアできません。

パーサーキャッシュの再イネーブル化

パーサーキャッシュ機能を無効にした後に再度有効にするには、このセクションのタスクを実

行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. parser cache

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

パーサーキャッシュ機能をイネーブルにします。parser cache

例：

ステップ 3

Device(config)# parser cache

次の作業

showparserstatisticsコマンドにより、次の 2セットのデータが表示されます。

コンフィギュレーションファイルの管理
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•コンフィギュレーションファイル内のコマンドのうち、最後に実行コンフィギュレーショ
ンにコピーされたコマンドの数、およびシステムがこれらのコマンドを解析するために要

した時間（コンフィギュレーションファイルはシステムの起動時または

copysourcerunning-configEXECコマンドなどのコマンドを発行することによって実行コン
フィギュレーションにロードされます）。

•パーサーキャッシュのステータス（イネーブルまたはディセーブル）、およびシステムの
起動以降またはパーサーキャッシュのクリア以降に一致したコマンドの数（ヒット数また

はミス数）。

フラッシュメモリからスタートアップまたは実行コンフィギュレー

ションへのコンフィギュレーションファイルのコピー

フラッシュメモリから現在の NVRAMにあるスタートアップコンフィギュレーションまたは
実行コンフィギュレーションへコンフィギュレーションファイルを直接コピーするには、ス

テップ 2のいずれかのコマンドを入力します。

手順の概要

1. enable

2. 次のいずれかを実行します。

• copy filesystem : [partition-number:][filename ] nvram:startup-config
• copy filesystem : [partition-number:][filename ] system:running-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

NVRAMにコンフィギュレーションファイルを直接
ロードします。

次のいずれかを実行します。ステップ 2

• copy filesystem : [partition-number:][filename ]
nvram:startup-config または

• copy filesystem : [partition-number:][filename ]
system:running-config 現在の実行コンフィギュレーションにコンフィギュ

レーションファイルをコピーします。
例：

Device# copy slot0:4:ios-upgrade-1
nvram:startup-config
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例

次に、スロット 0にあるフラッシュメモリ PCカードのパーティション 4からルータ
のスタートアップコンフィギュレーションへ ios-upgrade-1という名前のファイルをコ
ピーする例を示します。

Device# copy slot0:4:ios-upgrade-1 nvram:startup-config

Copy '
ios-upgrade-1
' from flash device
as 'startup-config' ? [yes/no] yes

[OK]

FTPサーバーからフラッシュメモリデバイスへのコンフィギュレー
ションファイルのコピー

FTPサーバーからフラッシュメモリデバイスへコンフィギュレーションファイルをコピーす
るには、以下のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip ftp username username

4. ip ftp password password

5. end
6. copy ftp: [[[//[username:password@]location ]/directory ]/filename ]

flash-filesystem:[partition-number:][filename ]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

（任意）グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。この手順は、デフォルトのリモー

configure terminal

例：

ステップ 2

トユーザー名またはパスワードを上書きする場合に

だけ必要です（ステップ 3および 4を参照）。Device# configure terminal

（任意）リモートユーザー名を指定します。ip ftp username username

例：

ステップ 3

コンフィギュレーションファイルの管理
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# ip ftp username user1

（任意）リモートパスワードを指定します。ip ftp password password

例：

ステップ 4

Device(config)# ip ftp password guessme

（任意）コンフィギュレーションモードを終了しま

す。このステップが必要になるのは、デフォルトの

end

例：

ステップ 5

リモートユーザー名を上書きする場合のみです（ス

テップ 3および 4を参照）。Device(config)# end

FTPを使用してネットワークサーバからフラッシュ
メモリデバイスへコンフィギュレーションファイ

ルをコピーします。

copy ftp: [[[//[username:password@]location ]/directory
]/filename ] flash-filesystem:[partition-number:][filename
]

例：

ステップ 6

Device> copy ftp:router-config slot0:new-config

次の作業

copyEXECコマンドを発行した後、追加情報またはアクションの確認を求めるプロンプトが表
示される場合があります。表示されるプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および
filepromptグローバルコンフィギュレーションコマンドの現在の設定によって異なります。

rcpサーバからフラッシュメモリデバイスへのコンフィギュレーショ
ンファイルのコピー

rcpサーバーからフラッシュメモリデバイスへコンフィギュレーションファイルをコピーす
るには、以下のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip rcmd remote-username username

4. end
5. copy rcp: [[[//[username@]location ]/directory ]/filename ]

flash-filesystem:[partition-number:][filename ]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

（任意）グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。この手順は、デフォルトのリモー

configure terminal

例：

ステップ 2

トユーザー名またはパスワードを上書きする場合に

だけ必要です（ステップ 3および 4を参照）。Device# configure terminal

（任意）リモートユーザー名を指定します。ip rcmd remote-username username

例：

ステップ 3

Device(config)# ip rcmd remote-username user1

（任意）コンフィギュレーションモードを終了しま

す。この手順は、デフォルトのリモートユーザ名ま

end

例：

ステップ 4

たはパスワードを上書きする場合にだけ必要です

（ステップ 3および 4を参照）。Device(config)# end

rcpを使用してネットワークサーバからフラッシュ
メモリデバイスへコンフィギュレーションファイ

copy rcp: [[[//[username@]location ]/directory ]/filename
] flash-filesystem:[partition-number:][filename ]

例：

ステップ 5

ルをコピーします。追加情報または確認を要求する

ルータからのプロンプトに対し応答します。このプ

Device# copy rcp:router-config slot0:new-config ロンプトは、copyコマンドで入力した情報量および
filepromptコマンドの現在の設定によって異なりま
す。

TFTPサーバーからフラッシュメモリデバイスへのコンフィギュレー
ションファイルのコピー

TFTPサーバからフラッシュメモリデバイスへコンフィギュレーションファイルをコピーす
るには、以下のタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. copy tftp: [[[//location ]/directory ]/filename ] flash-filesystem:[partition-number:][filename ]

コンフィギュレーションファイルの管理
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

TFTPサーバからフラッシュメモリデバイスへファ
イルをコピーします。追加情報または確認を要求す

copy tftp: [[[//location ]/directory ]/filename ]
flash-filesystem:[partition-number:][filename ]

例：

ステップ 2

るデバイスからのプロンプトに対し応答します。こ

のプロンプトは、copyコマンドで入力した情報量お
Device# copy tftp:router-config
slot0:new-config

よび filepromptコマンドの現在の設定によって異な
ります。

例

次の例は、TFTPサーバから Cisco 7500シリーズデバイスのネットワーク処理エンジ
ン（NPE）またはルートスイッチプロセッサ（RSP）カードのスロット 0に挿入され
たフラッシュメモリカードへDevice-configという名前のコンフィギュレーションファ
イルをコピーする例を示します。コピーされたファイルの名前は new-configに変更さ
れます。

Device# copy tftp:router-config slot0:new-config

スタートアップコンフィギュレーションファイルでのコンフィギュ

レーションコマンドの再実行

スタートアップコンフィギュレーションファイルのコマンドを再実行するには、このセクショ

ンのタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure memory

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

スタートアップコンフィギュレーションファイル

にあるコンフィギュレーションコマンドを再実行し

ます。

configure memory

例：

Device# configure memory

ステップ 2

スタートアップコンフィギュレーションのクリア

スタートアップコンフィギュレーションから設定情報を消去できます。スタートアップコン

フィギュレーションなしでルータをリブートした場合は、ルータを最初から設定できるよう

に、ルータは Setupコマンドファシリティに移行します。スタートアップコンフィギュレー
ションの内容を消去するには、このセクションのタスクを実行します。

手順の概要

1. enable
2. erase nvram

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

スタートアップコンフィギュレーションの内容をク

リアします。

erase nvram

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Device# erase nvram
クラス Aフラッシュファイルシステム
のプラットフォーム以外のすべてのプ

ラットフォームでは、このコマンドによ

り NVRAMが消去されます。スタート
アップコンフィギュレーションファイ

ルは、いったん削除すると復元できませ

ん。クラス Aフラッシュファイルシス
テムのプラットフォーム上では、

erasestartup-configEXECコマンドを使用
すると、CONFIG_FILE環境変数により
指定されたコンフィギュレーションが、

デバイスにより削除されます。この変数

が NVRAMを指定している場合は、デ
バイスによりNVRAMが消去されます。
CONFIG_FILE環境変数がフラッシュメ
モリデバイスとコンフィギュレーショ

ンファイル名を指定している場合は、

デバイスによりコンフィギュレーション

ファイルが削除されます。つまり、その

コンフィギュレーションファイルはデ

バイスにより消去されるのではなく、

「削除済み」としてマークされます。こ

の機能では、削除されたファイルを回復

できます。

（注）

指定されたコンフィギュレーションファイルの削除

特定のフラッシュデバイスの指定された設定を削除するには、このセクションのタスクを実行

します。

手順の概要

1. enable
2. delete flash-filesystem : filename

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

指定されたフラッシュデバイス上の指定されたコン

フィギュレーションファイルを削除します。

delete flash-filesystem : filename

例：

ステップ 2

クラス Aおよび Bフラッシュファイル
システムでは、フラッシュメモリ内の

特定のファイルを削除すると、そのファ

イルは削除済みとしてシステムにより

マークされます。これにより、undelete
EXECコマンドを使用して、削除した
ファイルを後で回復できるようになりま

す。消去されたファイルは回復できませ

ん。コンフィギュレーションファイル

を完全に消去するには、squeeze EXEC
コマンドを使用します。クラスCフラッ
シュファイルシステムでは、削除され

たファイルは回復できません。

CONFIG_FILE環境変数で指定されたコ
ンフィギュレーションファイルを消去

または削除しようとした場合、システム

により削除の確認を求めるプロンプトが

表示されます。

（注）
Device# delete slot0:myconfig
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


